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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ラジオ・アクセス・ネットワークにおいて、向上されたサービスを無線デバイスへ提供
する方法であって、
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークとの１または複数のヘルパ無線デバイスのそれぞ
れのリンクを介した前記無線デバイスへのラジオ・アクセス・ネットワーク・サービスを
向上させるために、前記無線デバイスを支援することが可能な、前記１または複数のヘル
パ無線デバイスを、前記無線デバイスで、決定することと、ここで、前記ラジオ・アクセ
ス・ネットワーク・サービスの向上は、既に前記ラジオ・アクセス・ネットワークと現存
する帯域内無線通信している前記無線デバイスのスループットを増加させることを含む、
　前記向上されたサービスを前記ラジオ・アクセス・ネットワークから取得する際に前記
無線デバイスを支援するために、前記決定された１または複数のヘルパ無線デバイスのう
ち、少なくとも１つのヘルパ無線デバイスを選択することと、
　前記無線デバイスが前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスを介して前記ラジオ・ア
クセス・ネットワークと通信することを可能にする、前記選択された少なくとも１つのヘ
ルパ無線デバイスと、前記無線デバイスとの間の無線リンクを確立することと、ここで、
前記無線リンクは、前記ラジオ・アクセス・ネットワーク内で通信していない帯域外無線
リンクである、
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスを前記無線デバイスに提供する前記
ヘルパ無線デバイスを補償するために、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバ
イスへ、クレジットの移送をシグナルすることと、ここで、前記クレジットの移送は、前
記無線デバイスに関連付けられたアカウントのうちの少なくとも１つから、前記選択され
た少なくとも１つのヘルパ無線デバイスへ、および、少なくとも１つのオペレータから、
前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスへ、である、を備える方法。
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【請求項２】
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスを選択することは、ヘルパとして使用される
べき複数の無線デバイスのおのおのの適応性を判定するために、前記複数のヘルパ無線デ
バイスのうちの１または複数と、情報の送信および受信をすることを含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記送信および受信される情報は、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスおよび前記無線デバイスのうちの少なくとも
１つの帯域内ラジオ・アクセス・リンクの電力効率に関するスループット、遅延、および
データ・レートと、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと前記無線デバイスと間の帯域外無線リンク
の電力効率に関するスループット、遅延、およびデータ・レートと、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと前記無線デバイスのうちの少なくとも１つ
のラジオ・アクセス・ネットワーク識別子およびセル識別子と、
のうちの少なくとも１つを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも１つのヘルプ・セッションのために、前記選択された少なくとも１つのヘル
パ無線デバイスのラジオ・アクセス・リンク・エネルギと、前記帯域外無線リンクのリン
ク・エネルギの合計量を決定することと、
　前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスによって設定された利益マージン
と、前記合計量とに基づいて、移送されたクレジットの量を計算することと、
をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記リンク・エネルギは、ジュールの単位で規格化された値である、請求項４に記載の
方法。
【請求項６】
　前記クレジットの移送をシグナルすることは、前記ラジオ・アクセス・ネットワークの
少なくとも１つのオペレータと、前記無線デバイスに関連付けられたアカウントのうちの
少なくとも１つから、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスに関連付けら
れたアカウントへの、クレジットのマイクロペイメント移送を生ぜしめるアプリケーショ
ンを使用することによって、前記移送をシグナルすることを含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項７】
　ラジオ・アクセス・ネットワークにおける無線デバイスへ、向上されたサービスを提供
するための装置であって、
　　前記ラジオ・アクセス・ネットワークとの１または複数のヘルパ無線デバイスのそれ
ぞれのリンクを介した前記無線デバイスへのラジオ・アクセス・ネットワーク・サービス
を向上させるために、前記無線デバイスを支援することが可能な、前記１または複数のヘ
ルパ無線デバイスを、前記無線デバイスで、決定することと、ここで、前記ラジオ・アク
セス・ネットワーク・サービスの向上は、既に前記ラジオ・アクセス・ネットワークと現
存する帯域内無線通信している前記無線デバイスのスループットを増加させることを含む
、
　　前記向上されたサービスを前記ラジオ・アクセス・ネットワークから取得する際に前
記無線デバイスを支援するために、前記決定された１または複数のヘルパ無線デバイスの
うち、少なくとも１つのヘルパ無線デバイスを選択することと、
　　前記無線デバイスが前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスを介して前記ラジオ・
アクセス・ネットワークと通信することを可能にする、前記選択された少なくとも１つの
ヘルパ無線デバイスと、前記無線デバイスとの間の無線リンクを確立することと、ここで
、前記無線リンクは、前記ラジオ・アクセス・ネットワーク内で通信していない帯域外無
線リンクである、
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　　前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスを前記無線デバイスに提供する前
記ヘルパ無線デバイスを補償するために、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デ
バイスへ、クレジットの移送をシグナルすることと、ここで、前記クレジットの移送は、
前記無線デバイスに関連付けられたアカウントのうちの少なくとも１つから、前記選択さ
れた少なくとも１つのヘルパ無線デバイスへ、および、少なくとも１つのオペレータから
、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスへ、である、
　を実行するように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサと通信するメモリと、
を備える装置。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、ヘルパとして使用されるべき複数の無線デ
バイスのおのおのの適応性を判定するために、前記複数のヘルパ無線デバイスのうちの１
または複数と、情報を送信および受信することに基づいて、前記少なくとも１つのヘルパ
無線デバイスを選択するように構成された、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記送信および受信される情報は、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスおよび前記無線デバイスのうちの少なくとも
１つの帯域内ラジオ・アクセス・リンクの電力効率に関するスループット、遅延、および
データ・レートと、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと前記無線デバイスと間の帯域外無線リンク
の電力効率に関するスループット、遅延、およびデータ・レートと、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと前記無線デバイスのうちの少なくとも１つ
のラジオ・アクセス・ネットワーク識別子およびセル識別子と、
のうちの少なくとも１つを含む、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　少なくとも１つのヘルプ・セッションのために、前記選択された少なくとも１つのヘル
パ無線デバイスのラジオ・アクセス・リンク・エネルギと、前記帯域外無線リンクのリン
ク・エネルギの合計量を決定し、
　前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスによって設定された利益マージン
と、前記合計量とに基づいて、移送されたクレジットの量を計算する、
ように構成された、請求項７に記載の装置。
【請求項１１】
　前記リンク・エネルギは、ジュールの単位で規格化された値である、請求項１０に記載
の装置。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、前記ラジオ・アクセス・ネットワークの少
なくとも１つのオペレータと、前記無線デバイスに関連付けられたアカウントのうちの少
なくとも１つから、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスに関連付けられ
たアカウントへの、クレジットのマイクロペイメント移送を生ぜしめるアプリケーション
を使用することによって、前記クレジットの移送をシグナルするように構成された、請求
項７に記載の装置。
【請求項１３】
　ラジオ・アクセス・ネットワークにおける無線デバイスへ、向上されたサービスを提供
するための装置であって、
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークとの１または複数のヘルパ無線デバイスのそれぞ
れのリンクを介した前記無線デバイスへのラジオ・アクセス・ネットワーク・サービスを
向上させるために、前記無線デバイスを支援することが可能な、前記１または複数のヘル
パ無線デバイスを、前記無線デバイスで、決定する手段と、ここで、前記ラジオ・アクセ
ス・ネットワーク・サービスの向上は、既に前記ラジオ・アクセス・ネットワークと現存
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する帯域内無線通信している前記無線デバイスのスループットを増加させることを含む、
　前記向上されたサービスを前記ラジオ・アクセス・ネットワークから取得する際に前記
無線デバイスを支援するために、前記決定された１または複数のヘルパ無線デバイスのう
ち、少なくとも１つのヘルパ無線デバイスを選択する手段と、
　前記無線デバイスが前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスを介して前記ネットワー
クと通信することを可能にする、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと
、前記無線デバイスとの間の無線リンクを確立する手段と、ここで、前記無線リンクは、
前記ラジオ・アクセス・ネットワーク内で通信していない帯域外無線リンクである、
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスを前記無線デバイスに提供するヘル
パ無線デバイスを補償するために、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイス
へ、クレジットの移送をシグナルする手段と、ここで、前記クレジットの移送は、前記無
線デバイスに関連付けられたアカウントのうちの少なくとも１つから、前記選択された少
なくとも１つのヘルパ無線デバイスへ、および、少なくとも１つのオペレータから、前記
選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスへ、である、を備える装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスを選択する手段はさらに、ヘルパとして使用
されるべき複数の無線デバイスのおのおのの適応性を判定するために、前記複数のヘルパ
無線デバイスのうちの１または複数と、情報の送信および受信をする手段を備える、請求
項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記送信および受信される情報は、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスおよび前記無線デバイスのうちの少なくとも
１つの帯域内ラジオ・アクセス・リンクの電力効率に関するスループット、遅延、および
データ・レートと、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと前記無線デバイスと間の帯域外無線リンク
の電力効率に関するスループット、遅延、およびデータ・レートと、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと前記無線デバイスのうちの少なくとも１つ
のラジオ・アクセス・ネットワーク識別子およびセル識別子と、
のうちの少なくとも１つを含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　少なくとも１つのヘルプ・セッションのために、前記選択された少なくとも１つのヘル
パ無線デバイスのラジオ・アクセス・リンク・エネルギと、前記帯域外無線リンクのリン
ク・エネルギの合計量を決定する手段と、
　前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスによって設定された利益マージン
と、前記合計量とに基づいて、移送されたクレジットの量を計算する手段と、
をさらに備える請求項１３に記載の装置。
【請求項１７】
　前記リンク・エネルギは、ジュールの単位で規格化された値である、請求項１６に記載
の装置。
【請求項１８】
　前記クレジットの移送をシグナルする手段は、前記ラジオ・アクセス・ネットワークの
少なくとも１つのオペレータと、前記無線デバイスに関連付けられたアカウントのうちの
少なくとも１つから、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスに関連付けら
れたアカウントへの、クレジットのマイクロペイメント移送を生ぜしめるアプリケーショ
ンを含む、請求項１３に記載の装置。
【請求項１９】
　非一時的なコンピュータ読取可能な媒体を備えるコンピュータ・プログラム製品であっ
て、
　コンピュータに対して、ラジオ・アクセス・ネットワークとの１または複数のヘルパ無
線デバイスのそれぞれのリンクを介した無線デバイスのための向上されたラジオ・アクセ
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ス・ネットワーク・サービスを取得するために、前記ラジオ・アクセス・ネットワークに
おける前記無線デバイスを支援することが可能な、前記ラジオ・アクセス・ネットワーク
における１または複数のヘルパ無線デバイスを、前記無線デバイスで、決定させるための
コードと、ここで、前記ラジオ・アクセス・ネットワーク・サービスの向上は、既に前記
ラジオ・アクセス・ネットワークと現存する帯域内無線通信している前記無線デバイスの
スループットを増加させることを含む、
　コンピュータに対して、前記向上されたサービスを前記ラジオ・アクセス・ネットワー
クから取得する際に前記無線デバイスを支援するために、前記決定された１または複数の
ヘルパ無線デバイスのうち、少なくとも１つのヘルパ無線デバイスを選択させるためのコ
ードと、
　コンピュータに対して、前記無線デバイスが前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイス
を介して前記ラジオ・アクセス・ネットワークと通信することを可能にする、前記選択さ
れた少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと、前記無線デバイスとの間の無線リンクを確
立させるためのコードと、ここで、前記無線リンクは、前記ラジオ・アクセス・ネットワ
ーク内で通信していない帯域外無線リンクである、
　コンピュータに対して、前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスを前記無線
デバイスへ提供するヘルパ無線デバイスを補償するために、前記選択された少なくとも１
つのヘルパ無線デバイスへ、クレジットの移送をシグナルさせるためのコードと、ここで
、前記クレジットの移送は、前記無線デバイスに関連付けられたアカウントのうちの少な
くとも１つから、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスへ、および、少な
くとも１つのオペレータから、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスへ、
である、を備える非一時的なコンピュータ読取可能な媒体、を備えるコンピュータ・プロ
グラム製品。
【請求項２０】
　ラジオ・アクセス・ネットワークにおいて、向上されたサービスを無線デバイスへ提供
する方法であって、
　前記無線デバイスのラジオ・アクセス・ネットワーク接続を用いることによって、ラジ
オ・アクセス・ネットワークからの向上されたサービスを求める、別のプライマリ無線デ
バイスによって送信された要求を受信することと、
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスのために、前記プライマリ無線デバ
イスが、前記無線デバイスのラジオ・アクセス・ネットワーク接続を利用することを可能
にする、前記プライマリ無線デバイスと前記無線デバイスとの間の帯域外無線リンクを確
立することと、
　前記プライマリ無線デバイスに前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスを提
供するために、前記ラジオ・アクセス・ネットワークのオペレータおよび前記プライマリ
無線デバイスのうちの少なくとも１つから、クレジットの移送を受信することと、ここで
、前記クレジットの移送は、前記プライマリ無線デバイスに関連付けられたアカウントと
前記オペレータに関連付けられたアカウントとのうちの少なくとも１つからである、
　を備え、
　ここで、前記ラジオ・アクセス・ネットワーク・サービスの向上は、既に前記ラジオ・
アクセス・ネットワークと現存する帯域内無線通信している前記無線デバイスのスループ
ットを増加させることを含む、方法。
【請求項２１】
　前記要求を受信する前に、前記プライマリ無線デバイスを支援するための前記無線デバ
イスの適応性を判定するために、前記プライマリ無線デバイスとの間で情報を送信および
受信することをさらに備える、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記送信および受信される情報は、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスおよび前記無線デバイスのうちの少なくとも
１つの帯域内ラジオ・アクセス・リンクの電力効率に関するスループット、遅延、および
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データ・レートと、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと前記無線デバイスと間の帯域外無線リンク
の電力効率に関するスループット、遅延、およびデータ・レートと、
　前記プライマリ無線デバイスと前記無線デバイスとのうちの少なくとも１つのラジオ・
アクセス・ネットワーク識別子およびセル識別子と、
のうちの少なくとも１つを含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスを前記プライマリ無線デバイスへ提
供することに関連付けられたエネルギ・コストと、少なくとも前記無線デバイスのユーザ
によって決定される所望の利益マージンとに少なくとも基づいて、前記ラジオ・アクセス
・ネットワークの前記オペレータと前記プライマリ無線デバイスとのうちの少なくとも１
つから、クレジットの移送を受信すること、をさらに備える請求項２０に記載の方法。
【請求項２４】
　前記利益マージンは、
前記無線デバイスがプライマリ無線デバイスを支援するために動作することを含む少なく
とも１つのヘルプ・セッションに関連付けられたエネルギ・コストと、前記ラジオ・アク
セス・ネットワークへアクセスするための支援を受けるプライマリ無線デバイスとして前
記無線デバイスが動作する、少なくとも１つのヘルプ・セッションに関連付けられたエネ
ルギ・コストと、前記ヘルプ・セッションのうちの少なくとも１つも生じなかった場合に
おけるエネルギ・コストと、機会コストと、に基づいて決定される利益マージンの最大値
またはそれ未満に設定される、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記利益マージンの最大値は、以下の式に基づいて決定され、
　α≦（ｅｐｏｏｒ－ｅＣ２）／（ｅＣ２－ｅＣ１）、
ここで、αは、前記利益マージンを表わし、ｅｐｏｏｒは、少なくとも１つのヘルプ・セ
ッションも生じなかった場合に費やされるであろうエネルギを表わし、ｅＣ１は、ラジオ
・アクセス・ネットワーク（ＲＡＮ）アクセスのために前記無線デバイスが前記プライマ
リ無線デバイスを支援する第１のヘルプ・セッションにおいて、ＲＡＮアクセス・リンク
において前記無線デバイスによって費やされたエネルギを表わし、ｅＣ２は、ＲＡＮアク
セスのために前記無線デバイスを支援するために前記プライマリ無線デバイスがヘルパ無
線デバイスとして動作する、後続する第２のヘルプ・セッションにおいて、前記プライマ
リ無線デバイスによって、前記ＲＡＮアクセス・リンクにおいて費やされるエネルギを表
わす、請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　前記プライマリ無線デバイスから移送されるクレジットの量は、前記所望の利益マージ
ンと、無線デバイスによるＲＡＮアクセスのための帯域外リンクと帯域内リンクとのリン
ク・エネルギの合計量に基づく、請求項２３に記載の方法。
【請求項２７】
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークのオペレータから、クレジットの移送を受信する
ことは、少なくとも１つのヘルプ・セッションによって前記オペレータによって得られる
追加収入の値と、将来のヘルプ・セッションを促すインセンティブとして前記オペレータ
が前記ヘルプ無線デバイスへ移送する追加収入のパーセンテージとの積に少なくとも基づ
く、請求項２３に記載の方法。
【請求項２８】
　前記オペレータが前記ヘルパ無線デバイスへ移送する追加収入のパーセンテージは、前
記ヘルパ無線デバイスへのインセンティブの最小レベルを提供するように構成された予め
決定された最小と、フリー・ライダ・ユーザを制限するように構成された予め決定された
最大との間にある、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記オペレータが前記ヘルパ無線デバイスへインセンティブとして移送する追加収入の
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パーセンテージは、以下の式に基づいて決定され、
　γ≧（１＋α）［（ｅＣ２－ｅＣ１）／（ｅｐｏｏｒ－ｅＣ１）］、
　ここで、γは、前記追加収入のパーセンテージを表わし、αは、前記所望の利益マージ
ンを表わし、ｅｐｏｏｒは、少なくとも１つのヘルプ・セッションも生じなかった場合に
費やされるであろうエネルギを表わし、ｅＣ１は、ラジオ・アクセス・ネットワーク（Ｒ
ＡＮ）アクセスのために前記無線デバイスが前記プライマリ無線デバイスを支援する第１
のヘルプ・セッションにおいて、ＲＡＮアクセス・リンクにおいて前記無線デバイスによ
って費やされたエネルギを表わし、ｅＣ２は、ＲＡＮアクセスのために前記無線デバイス
を支援するために前記プライマリ無線デバイスがヘルパ無線デバイスとして動作する、後
続する第２のヘルプ・セッションにおいて、前記プライマリ無線デバイスによって、前記
ＲＡＮアクセス・リンクにおいて費やされるエネルギを表わす、請求項２７に記載の方法
。
【請求項３０】
　前記エネルギ・コストは、ジュールの単位のエネルギ値に規格化される、請求項２３に
記載の方法。
【請求項３１】
　ラジオ・アクセス・ネットワークにおける無線デバイスへ、向上されたサービスを提供
するための装置であって、
　前記無線デバイスのラジオ・アクセス・ネットワーク接続を用いることによって、前記
ラジオ・アクセス・ネットワークからの向上されたサービスを求める、別のプライマリ無
線デバイスによって送信された要求を受信する手段と、
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスのために、前記プライマリ無線デバ
イスが、前記無線デバイスのラジオ・アクセス・ネットワーク接続を利用することを可能
にする、前記プライマリ無線デバイスと前記無線デバイスとの間の帯域外無線リンクを確
立する手段と、
　前記プライマリ無線デバイスに前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスを提
供するために、前記ラジオ・アクセス・ネットワークのオペレータおよび前記プライマリ
無線デバイスのうちの少なくとも１つから、クレジットの移送を受信する手段と、ここで
、前記クレジットの移送は、前記プライマリ無線デバイスに関連付けられたアカウントと
前記オペレータに関連付けられたアカウントとのうちの少なくとも１つからである、
　を備え、
　ここで、前記ラジオ・アクセス・ネットワーク・サービスの向上は、既に前記ラジオ・
アクセス・ネットワークと現存する帯域内無線通信している前記無線デバイスのスループ
ットを増加させることを含む、装置。
【請求項３２】
　前記受信する手段によって前記要求が受信される前に、前記プライマリ無線デバイスを
支援するための前記無線デバイスの適応性を判定するために、前記プライマリ無線デバイ
スとの間で情報を送信および受信する手段、をさらに備える請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記送信および受信される情報は、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスおよび前記無線デバイスのうちの少なくとも
１つの帯域内ラジオ・アクセス・リンクの電力効率に関するスループット、遅延、および
データ・レートと、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと前記無線デバイスと間の帯域外無線リンク
の電力効率に関するスループット、遅延、およびデータ・レートと、
　前記プライマリ無線デバイスと前記無線デバイスとのうちの少なくとも１つのラジオ・
アクセス・ネットワーク識別子およびセル識別子と、
のうちの少なくとも１つを含む、請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスを前記プライマリ無線デバイスへ提
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供することに関連付けられたエネルギ・コストと、少なくとも前記無線デバイスのユーザ
によって決定される所望の利益マージンとに少なくとも基づいて、前記ラジオ・アクセス
・ネットワークのオペレータと前記プライマリ無線デバイスとのうちの少なくとも１つか
ら、クレジットの移送を受信する手段、をさらに備える請求項３１に記載の装置。
【請求項３５】
　前記利益マージンは、前記無線デバイスがプライマリ無線デバイスを支援するために動
作することを含む少なくとも１つのヘルプ・セッションに関連付けられたエネルギ・コス
トと、前記ラジオ・アクセス・ネットワークへアクセスするための支援を受けるプライマ
リ無線デバイスとして前記無線デバイスが動作する、少なくとも１つのヘルプ・セッショ
ンに関連付けられたエネルギ・コストと、前記ヘルプ・セッションのうちの少なくとも１
つも生じない場合におけるエネルギ・コストと、機会コストと、に基づいて決定される利
益マージンの最大値またはそれ未満に設定される、請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記利益マージンの最大値は、以下の式に基づいて決定され、
　α≦（ｅｐｏｏｒ－ｅＣ２）／（ｅＣ２－ｅＣ１）、
ここで、αは、前記利益マージンを表わし、ｅｐｏｏｒは、少なくとも１つのヘルプ・セ
ッションも生じなかった場合に費やされるであろうエネルギを表わし、ｅＣ１は、ラジオ
・アクセス・ネットワーク（ＲＡＮ）アクセスのために前記無線デバイスが前記プライマ
リ無線デバイスを支援する第１のヘルプ・セッションにおいて、ＲＡＮアクセス・リンク
において前記無線デバイスによって費やされたエネルギを表わし、ｅＣ２は、ＲＡＮアク
セスのために前記プライマリ無線デバイスを支援するために前記無線デバイスが動作する
、後続する第２のヘルプ・セッションにおいて、前記無線デバイスによって、前記ＲＡＮ
アクセス・リンクにおいて費やされるエネルギを表わす、請求項３４に記載の装置。
【請求項３７】
　前記プライマリ無線デバイスから移送されるクレジットの量は、前記所望の利益マージ
ンと、無線デバイスによるＲＡＮアクセスのための帯域外リンクと帯域内リンクとのリン
ク・エネルギの合計量に基づく、請求項３４に記載の装置。
【請求項３８】
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークのオペレータから、クレジットの移送を受信する
ことは、少なくとも１つのヘルプ・セッションによって前記オペレータによって得られる
追加収入の値と、将来のヘルプ・セッションを促すインセンティブとして前記オペレータ
が前記ヘルプ無線デバイスへ移送する追加収入のパーセンテージとの積に少なくとも基づ
く、請求項３４に記載の装置。
【請求項３９】
　前記オペレータが前記ヘルパ無線デバイスへ移送する追加収入のパーセンテージは、前
記ヘルパ無線デバイスへのインセンティブの最小レベルを提供するように構成された予め
決定された最小と、フリー・ライダ・ユーザを制限するように構成された予め決定された
最大との間にある、請求項３８に記載の装置。
【請求項４０】
　前記オペレータが前記ヘルパ無線デバイスへインセンティブとして移送する追加収入の
パーセンテージは、以下の式に基づいて決定され、
　γ≧（１＋α）［（ｅＣ２－ｅＣ１）／（ｅｐｏｏｒ－ｅＣ１）］、
ここで、γは、追加収入のパーセンテージを表わし、αは、前記所望の利益マージンを表
わし、ｅｐｏｏｒは、少なくとも１つのヘルプ・セッションも生じなかった場合に費やさ
れるであろうエネルギを表わし、ｅＣ１は、ラジオ・アクセス・ネットワーク（ＲＡＮ）
アクセスのために前記無線デバイスが前記プライマリ無線デバイスを支援する第１のヘル
プ・セッションにおいて、ＲＡＮアクセス・リンクにおいて前記無線デバイスによって費
やされたエネルギを表わし、ｅＣ２は、ＲＡＮアクセスのために前記無線デバイスを支援
するために前記プライマリ無線デバイスがヘルパ無線デバイスとして動作する、後続する
第２のヘルプ・セッションにおいて、前記プライマリ無線デバイスによって、前記ＲＡＮ
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アクセス・リンクにおいて費やされるエネルギを表わす、請求項３８に記載の装置。
【請求項４１】
　前記エネルギ・コストは、ジュールの単位のエネルギ値に規格化される、請求項３４に
記載の装置。
【請求項４２】
　ラジオ・アクセス・ネットワークにおける無線デバイスへ、向上されたサービスを提供
するための装置であって、
　　前記無線デバイスのラジオ・アクセス・ネットワーク接続を用いることによって、ラ
ジオ・アクセス・ネットワークからの向上されたサービスを求める、別のプライマリ無線
デバイスによって送信された要求を受信することと、
　　前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスのために、前記プライマリ無線デ
バイスが、前記無線デバイスのラジオ・アクセス・ネットワーク接続を利用することを可
能にする、前記プライマリ無線デバイスと前記無線デバイスとの間の帯域外無線リンクを
確立することと、
　　前記プライマリ無線デバイスに前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスを
提供するために、前記ラジオ・アクセス・ネットワークのオペレータおよび前記プライマ
リ無線デバイスのうちの少なくとも１つから、クレジットの移送を受信することと、
を実行するように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサと通信するメモリと、ここで、前記クレジットの移送
は、前記プライマリ無線デバイスに関連付けられたアカウントと前記オペレータに関連付
けられたアカウントとのうちの少なくとも１つからである、
　を備え、
　ここで、前記ラジオ・アクセス・ネットワーク・サービスの向上は、既に前記ラジオ・
アクセス・ネットワークと現存する帯域内無線通信している前記無線デバイスのスループ
ットを増加させることを含む、装置。
【請求項４３】
　非一時的なコンピュータ読取可能な媒体を備えるコンピュータ・プログラム製品であっ
て、
　コンピュータに対して、無線デバイスのラジオ・アクセス・ネットワーク接続を用いる
ことによって、ラジオ・アクセス・ネットワークからの向上されたサービスを求める、別
のプライマリ無線デバイスによって送信された要求を、前記無線デバイスにおいて、受信
させるためのコードと、
　コンピュータに対して、前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスのために、
前記プライマリ無線デバイスが、前記無線デバイスのラジオ・アクセス・ネットワーク接
続を利用することを可能にする、前記プライマリ無線デバイスと前記無線デバイスとの間
の帯域外無線リンクを確立させるためのコードと、
　コンピュータに対して、前記プライマリ無線デバイスに、前記ラジオ・アクセス・ネッ
トワークへのアクセスを提供するために、前記ラジオ・アクセス・ネットワークのオペレ
ータおよびプライマリ無線デバイスのうちの少なくとも１つから、クレジットの移送を受
信させるためのコードと、ここで、前記クレジットの移送は、前記プライマリ無線デバイ
スに関連付けられたアカウントと前記オペレータに関連付けられたアカウントとのうちの
少なくとも１つからである、
　を備え、
　ここで、前記ラジオ・アクセス・ネットワーク・サービスの向上は、既に前記ラジオ・
アクセス・ネットワークと現存する帯域内無線通信している前記無線デバイスのスループ
ットを増加させることを含む、非一時的なコンピュータ読取可能な媒体、を備えるコンピ
ュータ・プログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　開示された実施形態の上記記載は、当業者が本発明を製造または使用できるようにする
ために提供される。これら実施形態に対するさまざまな変形例もまた、当業者には明らか
であって、本明細書で定義された一般的な原理は、本発明の主旨または範囲から逸脱する
ことなく他の例にも適用されうる。このように、本発明は、本明細書で示された実施形態
に限定されことは意図されておらず、本明細書に記載された原理および新規な特徴に一致
した最も広い範囲に相当するものとされる。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ラジオ・アクセス・ネットワークにおいて、向上されたサービスを無線デバイスへ提供
する方法であって、
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークとの１または複数のヘルパ無線デバイスのそれぞ
れのリンクを介した前記無線デバイスへのラジオ・アクセス・ネットワーク・サービスを
向上させるために、前記無線デバイスを支援することが可能な、前記１または複数のヘル
パ無線デバイスを決定することと、
　前記向上されたサービスを前記ラジオ・アクセス・ネットワークから取得する際に前記
無線デバイスを支援するために、前記決定された１または複数のヘルパ無線デバイスのう
ち、少なくとも１つのヘルパ無線デバイスを選択することと、
　前記無線デバイスが前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスを介して前記ラジオ・ア
クセス・ネットワークと通信することを可能にする、前記選択された少なくとも１つのヘ
ルパ無線デバイスと、前記無線デバイスとの間の無線リンクを確立することと、ここで、
前記無線リンクは、前記ラジオ・アクセス・ネットワーク内で通信していない帯域外無線
リンクである、
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスを前記無線デバイスに提供する前記
ヘルパ無線デバイスを補償するために、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバ
イスへ、クレジットの移送をシグナルすることと、
を備える方法。
［Ｃ２］
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスを選択することは、ヘルパとして使用される
べき複数の無線デバイスのおのおのの適応性を判定するために、前記複数のヘルパ無線デ
バイスのうちの１または複数と、情報の送信および受信をすることを含む、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ３］
　前記送信および受信される情報は、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスおよび前記無線デバイスのうちの少なくとも
１つの帯域内ラジオ・アクセス・リンクの電力効率に関するスループット、遅延、および
データ・レートと、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと前記無線デバイスと間の帯域外無線リンク
の電力効率に関するスループット、遅延、およびデータ・レートと、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと前記無線デバイスのうちの少なくとも１つ
のラジオ・アクセス・ネットワーク識別子およびセル識別子と、
のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスへ、クレジットの移送をシグナル
することはさらに、前記無線デバイスに関連付けられたアカウントのうちの少なくとも１
つから、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスへの、および、少なくとも
１つのオペレータから、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスへの、前記
クレジットの移送をシグナルすることを備える、Ｃ１に記載の方法。
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［Ｃ５］
　少なくとも１つのヘルプ・セッションのために、前記選択された少なくとも１つのヘル
パ無線デバイスのラジオ・アクセス・リンク・エネルギと、前記帯域外無線リンクのリン
ク・エネルギの合計量を決定することと、
　前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスによって設定された利益マージン
と、前記合計量とに基づいて、移送されたクレジットの量を計算することと、
をさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記リンク・エネルギは、ジュールの単位で規格化された値である、Ｃ５に記載の方法
。
［Ｃ７］
　前記クレジットの移送をシグナルすることは、前記ラジオ・アクセス・ネットワークの
少なくとも１つのオペレータと、前記無線デバイスに関連付けられたアカウントのうちの
少なくとも１つから、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスに関連付けら
れたアカウントへの、クレジットのマイクロペイメント移送を生ぜしめるアプリケーショ
ンを使用することによって、前記移送をシグナルすることを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　ラジオ・アクセス・ネットワークにおける無線デバイスへ、向上されたサービスを提供
するための装置であって、
　　前記ラジオ・アクセス・ネットワークとの１または複数のヘルパ無線デバイスのそれ
ぞれのリンクを介した前記無線デバイスへのラジオ・アクセス・ネットワーク・サービス
を向上させるために、前記無線デバイスを支援することが可能な、前記１または複数のヘ
ルパ無線デバイスを決定することと、
　　前記向上されたサービスを前記ラジオ・アクセス・ネットワークから取得する際に前
記無線デバイスを支援するために、前記決定された１または複数のヘルパ無線デバイスの
うち、少なくとも１つのヘルパ無線デバイスを選択することと、
　　前記無線デバイスが前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスを介して前記ラジオ・
アクセス・ネットワークと通信することを可能にする、前記選択された少なくとも１つの
ヘルパ無線デバイスと、前記無線デバイスとの間の無線リンクを確立することと、ここで
、前記無線リンクは、前記ラジオ・アクセス・ネットワーク内で通信していない帯域外無
線リンクである、
　　前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスを前記無線デバイスに提供する前
記ヘルパ無線デバイスを補償するために、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デ
バイスへ、クレジットの移送をシグナルすることと、
を実行するように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサと通信するメモリと、
を備える装置。
［Ｃ９］
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、ヘルパとして使用されるべき複数の無線デ
バイスのおのおのの適応性を判定するために、前記複数のヘルパ無線デバイスのうちの１
または複数と、情報を送信および受信することに基づいて、前記少なくとも１つのヘルパ
無線デバイスを選択するように構成された、Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１０］
　前記送信および受信される情報は、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスおよび前記無線デバイスのうちの少なくとも
１つの帯域内ラジオ・アクセス・リンクの電力効率に関するスループット、遅延、および
データ・レートと、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと前記無線デバイスと間の帯域外無線リンク
の電力効率に関するスループット、遅延、およびデータ・レートと、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと前記無線デバイスのうちの少なくとも１つ
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のラジオ・アクセス・ネットワーク識別子およびセル識別子と、
のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ９に記載の装置。
［Ｃ１１］
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、前記無線デバイスに関連付けられたアカウ
ントのうちの少なくとも１つから、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイス
への、および、少なくとも１つのオペレータから、前記選択された少なくとも１つのヘル
パ無線デバイスへの、前記クレジットの移送をシグナルするように構成された、Ｃ８に記
載の装置。
［Ｃ１２］
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　少なくとも１つのヘルプ・セッションのために、前記選択された少なくとも１つのヘル
パ無線デバイスのラジオ・アクセス・リンク・エネルギと、前記帯域外無線リンクのリン
ク・エネルギの合計量を決定し、
　前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスによって設定された利益マージン
と、前記合計量とに基づいて、移送されたクレジットの量を計算する、
ように構成された、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記リンク・エネルギは、ジュールの単位で規格化された値である、Ｃ１２に記載の装
置。
［Ｃ１４］
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、前記ラジオ・アクセス・ネットワークの少
なくとも１つのオペレータと、前記無線デバイスに関連付けられたアカウントのうちの少
なくとも１つから、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスに関連付けられ
たアカウントへの、クレジットのマイクロペイメント移送を生ぜしめるアプリケーション
を使用することによって、前記クレジットの移送をシグナルするように構成された、Ｃ８
に記載の装置。
［Ｃ１５］
　ラジオ・アクセス・ネットワークにおける無線デバイスへ、向上されたサービスを提供
するための装置であって、
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークとの１または複数のヘルパ無線デバイスのそれぞ
れのリンクを介した前記無線デバイスへのラジオ・アクセス・ネットワーク・サービスを
向上させるために、前記無線デバイスを支援することが可能な、前記１または複数のヘル
パ無線デバイスを決定する手段と、
　前記向上されたサービスを前記ラジオ・アクセス・ネットワークから取得する際に前記
無線デバイスを支援するために、前記決定された１または複数のヘルパ無線デバイスのう
ち、少なくとも１つのヘルパ無線デバイスを選択する手段と、
　前記無線デバイスが前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスを介して前記ネットワー
クと通信することを可能にする、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと
、前記無線デバイスとの間の無線リンクを確立する手段と、ここで、前記無線リンクは、
前記ラジオ・アクセス・ネットワーク内で通信していない帯域外無線リンクである、
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスを前記無線デバイスに提供するヘル
パ無線デバイスを補償するために、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイス
へ、クレジットの移送をシグナルする手段と、
を備える装置。
［Ｃ１６］
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスを選択する手段はさらに、ヘルパとして使用
されるべき複数の無線デバイスのおのおのの適応性を判定するために、前記複数のヘルパ
無線デバイスのうちの１または複数と、情報の送信および受信をする手段を備える、Ｃ１
５に記載の装置。
［Ｃ１７］
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　前記送信および受信される情報は、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスおよび前記無線デバイスのうちの少なくとも
１つの帯域内ラジオ・アクセス・リンクの電力効率に関するスループット、遅延、および
データ・レートと、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと前記無線デバイスと間の帯域外無線リンク
の電力効率に関するスループット、遅延、およびデータ・レートと、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと前記無線デバイスのうちの少なくとも１つ
のラジオ・アクセス・ネットワーク識別子およびセル識別子と、
のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスへ、クレジットの移送をシグナル
する手段はさらに、前記無線デバイスに関連付けられたアカウントのうちの少なくとも１
つから、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスへの、および、少なくとも
１つのオペレータから、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスへの、前記
クレジットの移送を、シグナルする手段をさらに備える、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１９］
　少なくとも１つのヘルプ・セッションのために、前記選択された少なくとも１つのヘル
パ無線デバイスのラジオ・アクセス・リンク・エネルギと、前記帯域外無線リンクのリン
ク・エネルギの合計量を決定する手段と、
　前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスによって設定された利益マージン
と、前記合計量とに基づいて、移送されたクレジットの量を計算する手段と、
をさらに備えるＣ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記リンク・エネルギは、ジュールの単位で規格化された値である、Ｃ１９に記載の装
置。
［Ｃ２１］
　前記クレジットの移送をシグナルする手段は、前記ラジオ・アクセス・ネットワークの
少なくとも１つのオペレータと、前記無線デバイスに関連付けられたアカウントのうちの
少なくとも１つから、前記選択された少なくとも１つのヘルパ無線デバイスに関連付けら
れたアカウントへの、クレジットのマイクロペイメント移送を生ぜしめるアプリケーショ
ンを含む、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２２］
　コンピュータ読取可能な媒体を備えるコンピュータ・プログラム製品であって、
　コンピュータに対して、ラジオ・アクセス・ネットワークとの１または複数のヘルパ無
線デバイスのそれぞれのリンクを介した無線デバイスのための向上されたラジオ・アクセ
ス・ネットワーク・サービスを取得するために、前記ラジオ・アクセス・ネットワークに
おける前記無線デバイスを支援することが可能な、前記ラジオ・アクセス・ネットワーク
における１または複数のヘルパ無線デバイスを決定させるためのコードと、
　コンピュータに対して、前記向上されたサービスを前記ラジオ・アクセス・ネットワー
クから取得する際に前記無線デバイスを支援するために、前記決定された１または複数の
ヘルパ無線デバイスのうち、少なくとも１つのヘルパ無線デバイスを選択させるためのコ
ードと、
　コンピュータに対して、前記無線デバイスが前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイス
を介して前記ラジオ・アクセス・ネットワークと通信することを可能にする、前記選択さ
れた少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと、前記無線デバイスとの間の無線リンクを確
立させるためのコードと、ここで、前記無線リンクは、前記ラジオ・アクセス・ネットワ
ーク内で通信していない帯域外無線リンクである、
　コンピュータに対して、前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスを前記無線
デバイスへ提供するヘルパ無線デバイスを補償するために、前記選択された少なくとも１
つのヘルパ無線デバイスへ、クレジットの移送をシグナルさせるためのコードと、
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を備えるコンピュータ読取可能な媒体、を備えるコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ２３］
　ラジオ・アクセス・ネットワークにおいて、向上されたサービスを無線デバイスへ提供
する方法であって、
　前記無線デバイスのラジオ・アクセス・ネットワーク接続を用いることによって、ラジ
オ・アクセス・ネットワークからの向上されたサービスを求める要求を、別のプライマリ
無線デバイスから受信することと、
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスのために、前記プライマリ無線デバ
イスが、前記無線デバイスのラジオ・アクセス・ネットワーク接続を利用することを可能
にする、前記プライマリ無線デバイスと前記無線デバイスとの間の帯域外無線リンクを確
立することと、
　前記プライマリ無線デバイスに前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスを提
供するために、前記ラジオ・アクセス・ネットワークのオペレータおよび前記プライマリ
無線デバイスのうちの少なくとも１つから、クレジットの移送を受信することと、
を備える方法。
［Ｃ２４］
　前記要求を受信する前に、前記プライマリ無線デバイスを支援するための前記無線デバ
イスの適応性を判定するために、前記プライマリ無線デバイスとの間で情報を送信および
受信することをさらに備える、Ｃ２３に記載の方法。
［Ｃ２５］
　前記送信および受信される情報は、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスおよび前記無線デバイスのうちの少なくとも
１つの帯域内ラジオ・アクセス・リンクの電力効率に関するスループット、遅延、および
データ・レートと、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと前記無線デバイスと間の帯域外無線リンク
の電力効率に関するスループット、遅延、およびデータ・レートと、
　前記プライマリ無線デバイスと前記無線デバイスとのうちの少なくとも１つのラジオ・
アクセス・ネットワーク識別子およびセル識別子と、
のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ２４に記載の方法。
［Ｃ２６］
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスを前記プライマリ無線デバイスへ提
供することに関連付けられたエネルギ・コストと、少なくとも前記無線デバイスのユーザ
によって決定される所望の利益マージンとに少なくとも基づいて、前記ラジオ・アクセス
・ネットワークのオペレータと前記プライマリ無線デバイスとのうちの少なくとも１つか
ら、クレジットの移送を受信すること、をさらに備えるＣ２３に記載の方法。
［Ｃ２７］
　前記利益マージンは、
前記無線デバイスがプライマリ無線デバイスを支援するために動作することを含む少なく
とも１つのヘルプ・セッションに関連付けられたエネルギ・コストと、前記ラジオ・アク
セス・ネットワークへアクセスするための支援を受けるプライマリ無線デバイスとして前
記無線デバイスが動作する、少なくとも１つのヘルプ・セッションに関連付けられたエネ
ルギ・コストと、前記ヘルプ・セッションのうちの少なくとも１つも生じなかった場合に
おけるエネルギ・コストと、機会コストと、に基づいて決定される利益マージンの最大値
またはそれ未満に設定される、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ２８］
　前記利益マージンの最大値は、以下の式に基づいて決定され、
　α≦（ｅｐｏｏｒ－ｅＣ２）／（ｅＣ２－ｅＣ１）、
ここで、αは、前記利益マージンを表わし、ｅｐｏｏｒは、少なくとも１つのヘルプ・セ
ッションも生じなかった場合に費やされるであろうエネルギを表わし、ｅＣ１は、ラジオ
・アクセス・ネットワーク（ＲＡＮ）アクセスのために前記無線デバイスが前記プライマ
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リ無線デバイスを支援する第１のヘルプ・セッションにおいて、ＲＡＮアクセス・リンク
において前記無線デバイスによって費やされたエネルギを表わし、ｅＣ２は、ＲＡＮアク
セスのために前記無線デバイスを支援するために前記プライマリ無線デバイスがヘルパ無
線デバイスとして動作する、後続する第２のヘルプ・セッションにおいて、前記プライマ
リ無線デバイスによって、前記ＲＡＮアクセス・リンクにおいて費やされるエネルギを表
わす、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ２９］
　前記プライマリ無線デバイスから移送されるクレジットの量は、前記所望の利益マージ
ンと、無線デバイスによるＲＡＮアクセスのための帯域外リンクと帯域内リンクとのリン
ク・エネルギの合計量に基づく、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ３０］
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークのオペレータから、クレジットの移送を受信する
ことは、少なくとも１つのヘルプ・セッションによって前記オペレータによって得られる
追加収入の値と、将来のヘルプ・セッションを促すインセンティブとして前記オペレータ
が前記ヘルプ無線デバイスへ移送する追加収入のパーセンテージとの積に少なくとも基づ
く、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ３１］
　前記オペレータが前記ヘルパ無線デバイスへ移送する追加収入のパーセンテージは、前
記ヘルパ無線デバイスへのインセンティブの最小レベルを提供するように構成された予め
決定された最小と、フリー・ライダ・ユーザを制限するように構成された予め決定された
最大との間にある、Ｃ３０に記載の方法。
［Ｃ３２］
　前記オペレータが前記ヘルパ無線デバイスへインセンティブとして移送する追加収入の
パーセンテージは、以下の式に基づいて決定され、
　γ≧（１＋α）［（ｅＣ２－ｅＣ１）／（ｅｐｏｏｒ－ｅＣ１）］、
　ここで、γは、前記追加収入のパーセンテージを表わし、αは、前記所望の利益マージ
ンを表わし、ｅｐｏｏｒは、少なくとも１つのヘルプ・セッションも生じなかった場合に
費やされるであろうエネルギを表わし、ｅＣ１は、ラジオ・アクセス・ネットワーク（Ｒ
ＡＮ）アクセスのために前記無線デバイスが前記プライマリ無線デバイスを支援する第１
のヘルプ・セッションにおいて、ＲＡＮアクセス・リンクにおいて前記無線デバイスによ
って費やされたエネルギを表わし、ｅＣ２は、ＲＡＮアクセスのために前記無線デバイス
を支援するために前記プライマリ無線デバイスがヘルパ無線デバイスとして動作する、後
続する第２のヘルプ・セッションにおいて、前記プライマリ無線デバイスによって、前記
ＲＡＮアクセス・リンクにおいて費やされるエネルギを表わす、Ｃ３０に記載の方法。
［Ｃ３３］
　前記エネルギ・コストは、ジュールの単位のエネルギ値に規格化される、Ｃ２６に記載
の方法。
［Ｃ３４］
　ラジオ・アクセス・ネットワークにおける無線デバイスへ、向上されたサービスを提供
するための装置であって、
　前記無線デバイスのラジオ・アクセス・ネットワーク接続を用いることによって、前記
ラジオ・アクセス・ネットワークからの向上されたサービスを求める要求を、別のプライ
マリ無線デバイスから受信する手段と、
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスのために、前記プライマリ無線デバ
イスが、前記無線デバイスのラジオ・アクセス・ネットワーク接続を利用することを可能
にする、前記プライマリ無線デバイスと前記無線デバイスとの間の帯域外無線リンクを確
立する手段と、
　前記プライマリ無線デバイスに前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスを提
供するために、前記ラジオ・アクセス・ネットワークのオペレータおよび前記プライマリ
無線デバイスのうちの少なくとも１つから、クレジットの移送を受信する手段と、
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を備える装置。
［Ｃ３５］
　前記受信する手段によって前記要求が受信される前に、前記プライマリ無線デバイスを
支援するための前記無線デバイスの適応性を判定するために、前記プライマリ無線デバイ
スとの間で情報を送信および受信する手段、をさらに備えるＣ３４に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記送信および受信される情報は、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスおよび前記無線デバイスのうちの少なくとも
１つの帯域内ラジオ・アクセス・リンクの電力効率に関するスループット、遅延、および
データ・レートと、
　前記少なくとも１つのヘルパ無線デバイスと前記無線デバイスと間の帯域外無線リンク
の電力効率に関するスループット、遅延、およびデータ・レートと、
　前記プライマリ無線デバイスと前記無線デバイスとのうちの少なくとも１つのラジオ・
アクセス・ネットワーク識別子およびセル識別子と、
のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスを前記プライマリ無線デバイスへ提
供することに関連付けられたエネルギ・コストと、少なくとも前記無線デバイスのユーザ
によって決定される所望の利益マージンとに少なくとも基づいて、前記ラジオ・アクセス
・ネットワークのオペレータと前記プライマリ無線デバイスとのうちの少なくとも１つか
ら、クレジットの移送を受信する手段、をさらに備えるＣ３４に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記利益マージンは、前記無線デバイスがプライマリ無線デバイスを支援するために動
作することを含む少なくとも１つのヘルプ・セッションに関連付けられたエネルギ・コス
トと、前記ラジオ・アクセス・ネットワークへアクセスするための支援を受けるプライマ
リ無線デバイスとして前記無線デバイスが動作する、少なくとも１つのヘルプ・セッショ
ンに関連付けられたエネルギ・コストと、前記ヘルプ・セッションのうちの少なくとも１
つも生じない場合におけるエネルギ・コストと、機会コストと、に基づいて決定される利
益マージンの最大値またはそれ未満に設定される、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記利益マージンの最大値は、以下の式に基づいて決定され、
　α≦（ｅｐｏｏｒ－ｅＣ２）／（ｅＣ２－ｅＣ１）、
ここで、αは、前記利益マージンを表わし、ｅｐｏｏｒは、少なくとも１つのヘルプ・セ
ッションも生じなかった場合に費やされるであろうエネルギを表わし、ｅＣ１は、ラジオ
・アクセス・ネットワーク（ＲＡＮ）アクセスのために前記無線デバイスが前記プライマ
リ無線デバイスを支援する第１のヘルプ・セッションにおいて、ＲＡＮアクセス・リンク
において前記無線デバイスによって費やされたエネルギを表わし、ｅＣ２は、ＲＡＮアク
セスのために前記プライマリ無線デバイスを支援するために前記無線デバイスが動作する
、後続する第２のヘルプ・セッションにおいて、前記無線デバイスによって、前記ＲＡＮ
アクセス・リンクにおいて費やされるエネルギを表わす、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記プライマリ無線デバイスから移送されるクレジットの量は、前記所望の利益マージ
ンと、無線デバイスによるＲＡＮアクセスのための帯域外リンクと帯域内リンクとのリン
ク・エネルギの合計量に基づく、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記ラジオ・アクセス・ネットワークのオペレータから、クレジットの移送を受信する
ことは、少なくとも１つのヘルプ・セッションによって前記オペレータによって得られる
追加収入の値と、将来のヘルプ・セッションを促すインセンティブとして前記オペレータ
が前記ヘルプ無線デバイスへ移送する追加収入のパーセンテージとの積に少なくとも基づ
く、Ｃ３７に記載の装置。
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［Ｃ４２］
　前記オペレータが前記ヘルパ無線デバイスへ移送する追加収入のパーセンテージは、前
記ヘルパ無線デバイスへのインセンティブの最小レベルを提供するように構成された予め
決定された最小と、フリー・ライダ・ユーザを制限するように構成された予め決定された
最大との間にある、Ｃ４１に記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記オペレータが前記ヘルパ無線デバイスへインセンティブとして移送する追加収入の
パーセンテージは、以下の式に基づいて決定され、
　γ≧（１＋α）［（ｅＣ２－ｅＣ１）／（ｅｐｏｏｒ－ｅＣ１）］、
ここで、γは、追加収入のパーセンテージを表わし、αは、前記所望の利益マージンを表
わし、ｅｐｏｏｒは、少なくとも１つのヘルプ・セッションも生じなかった場合に費やさ
れるであろうエネルギを表わし、ｅＣ１は、ラジオ・アクセス・ネットワーク（ＲＡＮ）
アクセスのために前記無線デバイスが前記プライマリ無線デバイスを支援する第１のヘル
プ・セッションにおいて、ＲＡＮアクセス・リンクにおいて前記無線デバイスによって費
やされたエネルギを表わし、ｅＣ２は、ＲＡＮアクセスのために前記無線デバイスを支援
するために前記プライマリ無線デバイスがヘルパ無線デバイスとして動作する、後続する
第２のヘルプ・セッションにおいて、前記プライマリ無線デバイスによって、前記ＲＡＮ
アクセス・リンクにおいて費やされるエネルギを表わす、Ｃ４１に記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記エネルギ・コストは、ジュールの単位のエネルギ値に規格化される、Ｃ３７に記載
の装置。
［Ｃ４５］
　ラジオ・アクセス・ネットワークにおける無線デバイスへ、向上されたサービスを提供
するための装置であって、
　　前記無線デバイスのラジオ・アクセス・ネットワーク接続を用いることによって、ラ
ジオ・アクセス・ネットワークからの向上されたサービスを求める要求を、別のプライマ
リ無線デバイスから受信することと、
　　前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスのために、前記プライマリ無線デ
バイスが、前記無線デバイスのラジオ・アクセス・ネットワーク接続を利用することを可
能にする、前記プライマリ無線デバイスと前記無線デバイスとの間の帯域外無線リンクを
確立することと、
　　前記プライマリ無線デバイスに前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスを
提供するために、前記ラジオ・アクセス・ネットワークのオペレータおよび前記プライマ
リ無線デバイスのうちの少なくとも１つから、クレジットの移送を受信することと、
を実行するように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサと通信するメモリと、
を備える装置。
［Ｃ４６］
　コンピュータ読取可能な媒体を備えるコンピュータ・プログラム製品であって、
　コンピュータに対して、無線デバイスのラジオ・アクセス・ネットワーク接続を用いる
ことによって、ラジオ・アクセス・ネットワークからの向上されたサービスを求める要求
を、前記無線デバイスにおいて、別のプライマリ無線デバイスから受信させるためのコー
ドと、
　コンピュータに対して、前記ラジオ・アクセス・ネットワークへのアクセスのために、
前記プライマリ無線デバイスが、前記無線デバイスのラジオ・アクセス・ネットワーク接
続を利用することを可能にする、前記プライマリ無線デバイスと前記無線デバイスとの間
の帯域外無線リンクを確立させるためのコードと、
　コンピュータに対して、前記無線デバイスに、前記ラジオ・アクセス・ネットワークへ
のアクセスを提供するために、前記ラジオ・アクセス・ネットワークのオペレータおよび
プライマリ無線デバイスのうちの少なくとも１つから、クレジットの移送を受信させる
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ためのコードと、
を備えるコンピュータ読取可能な媒体、を備えるコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４７］
　ラジオ・アクセス・ネットワークにおいて、向上されたサービスを無線デバイスへ提供
する方法であって、
　少なくとも１つの協調セッションにおいて、第１の無線デバイスを支援している少なく
とも１つの支援元の第２の無線デバイスを用いることによって、前記ラジオ・アクセス・
ネットワークとの、アップグレードされた接続を前記第１の無線デバイスが開始する時を
判定することと、
　前記少なくとも１つの協調セッションのために、前記支援元の第２の無線デバイスによ
って必要とされるエネルギ・コストに少なくとも基づいて、前記支援元の第２の無線デバ
イスへ移送するためのインセンティブ・クレジットを決定することと、
を備える方法。
［Ｃ４８］
　前記インセンティブ・クレジットを決定することはさらに、少なくとも１つのヘルプ・
セッションによって前記ラジオ・アクセス・ネットワークの少なくとも１つのオペレータ
によって得られる追加収入の値と、将来のヘルプ・セッションを促すインセンティブとし
て前記オペレータが前記第１の無線デバイスへ移送する追加収入のパーセンテージとの積
に少なくとも基づく、Ｃ４７に記載の方法。
［Ｃ４９］
　前記追加収入のパーセンテージは、前記少なくとも１つの支援元の第２の無線デバイス
へ最小レベルのインセンティブ・クレジットを提供するように構成された予め決定された
最小と、フリー・ライダ・ユーザを制限するように構成された予め決定された最大との間
にある、Ｃ４８に記載の方法。
［Ｃ５０］
　前記オペレータが前記第１の無線デバイスへインセンティブとして移送する前記追加収
入のパーセンテージは、以下の式に基づいて決定され、
　γ≧（１＋α）［（ｅＣ２－ｅＣ１）／（ｅｐｏｏｒ－ｅＣ１）］、
ここで、γは、追加収入のパーセンテージを表わし、αは、前記所望の利益マージンを表
わし、ｅｐｏｏｒは、前記第１の無線デバイスと少なくとも１つのヘルプ・セッションも
生じなかった場合に費やされるであろうエネルギを表わし、ｅＣ１は、ラジオ・アクセス
・ネットワーク（ＲＡＮ）アクセスのために前記無線デバイスが前記第２の無線デバイス
を支援する第１のヘルプ・セッションにおいて、ＲＡＮアクセス・リンクにおいて前記第
１の無線デバイスによって費やされたエネルギを表わし、ｅＣ２は、前記ＲＡＮアクセス
のために前記第２の無線デバイスが前記第１の無線デバイスを支援する、後続する第２の
ヘルプ・セッションにおいて、前記第２の無線デバイスによって、前記ＲＡＮアクセス・
リンクにおいて費やされるエネルギを表わす、Ｃ４８に記載の方法。
［Ｃ５１］
　前記利益マージンαは、前記無線デバイスがプライマリ・デバイスを支援するために動
作することを含む少なくとも１つのヘルプ・セッションに関連付けられたエネルギ・コス
トと、前記ラジオ・アクセス・ネットワークへアクセスするための支援を受けるプライマ
リ・デバイスとして前記無線デバイスが動作する、少なくとも１つのヘルプ・セッション
に関連付けられたエネルギ・コストと、前記ヘルプ・セッションのうちの少なくとも１つ
も生じない場合におけるエネルギ・コストと、機会コストと、に基づいて決定された利益
マージンの最大値またはそれ未満に設定される、Ｃ５１に記載の方法。
［Ｃ５２］
　前記利益マージンαの最大値は、以下の式によって決定され、
　α≦（ｅｐｏｏｒ－ｅＣ２）／（ｅＣ２－ｅＣ１）、
ここで、αは、前記利益マージンを表わし、ｅｐｏｏｒは、少なくとも１つのヘルプ・セ
ッションも生じなかった場合に費やされるであろうエネルギを表わし、ｅＣ１は、ラジオ
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・アクセス・ネットワーク（ＲＡＮ）アクセスのために前記無線デバイスが前記第２の無
線デバイスを支援する第１のヘルプ・セッションにおいて、ＲＡＮアクセス・リンクにお
いて前記無線デバイスによって費やされたエネルギを表わし、ｅＣ２は、前記ＲＡＮアク
セスのために前記第２の無線デバイスが前記第１の無線デバイスを支援する、後続する第
２のヘルプ・セッションにおいて、前記第２の無線デバイスによって、前記ＲＡＮアクセ
ス・リンクにおいて費やされるエネルギを表わし、ここで、ｅＣ２とｅＣ１との間の差分
は、機会コストを表わす、Ｃ５１に記載の方法。
［Ｃ５３］
　前記エネルギ・コストは、ジュールの単位のエネルギ値に規格化される、Ｃ４７に記載
の方法。
［Ｃ５４］
　前記決定されたインセンティブ・クレジットを、前記少なくとも１つの協調セッション
中またはその後のうちの少なくとも１つにおいて、前記支援元の第２の無線デバイスへ移
送することをさらに備える、Ｃ４７に記載の方法。
［Ｃ５５］
　前記決定されたインセンティブ・クレジットを移送することは、前記ラジオ・アクセス
・ネットワークの少なくとも１つのオペレータと、前記第１の無線デバイスに関連付けら
れたアカウントのうちの少なくとも１つから、前記支援元の第２の無線デバイスに関連付
けられたアカウントへのクレジットのマイクロペイメント移送を含む、Ｃ５４に記載の方
法。
［Ｃ５６］
　特定の地理的位置に関する無線デバイスとの間でのクレジット移送の履歴情報を収集す
ることと、
　前記収集された履歴情報に基づいて、前記特定の地理的領域における１または複数のチ
ャネル状態を判定することと、
をさらに備えるＣ４７に記載の方法。
［Ｃ５７］
　少なくとも１つのモバイル・ユーザ・デバイスへのクレジットの移送に基づいて、前記
少なくとも１つのモバイル・ユーザ・デバイスの協調ヘルプ動作の特性を判定すること、
をさらに備えるＣ４７に記載の方法。
［Ｃ５８］
　ラジオ・アクセス・ネットワークにおける無線デバイスへ、向上されたサービスを提供
するための装置であって、
　少なくとも１つの協調セッションにおいて、第１の無線デバイスを支援している少なく
とも１つの第２の無線デバイスを用いることによって、前記ラジオ・アクセス・ネットワ
ークとの、アップグレードされた接続を前記第１の無線デバイスが開始する時を判定する
手段と、
　前記少なくとも１つの協調セッションのために、前記支援元の第２の無線デバイスによ
って必要とされるエネルギ・コストに少なくとも基づいて、前記支援元の第２の無線デバ
イスへ移送するためのインセンティブ・クレジットを決定する手段と、
を備える装置。
［Ｃ５９］
　前記インセンティブ・クレジットを決定する手段はさらに、少なくとも１つのヘルプ・
セッションによって前記オペレータによって得られる追加収入の値と、将来のヘルプ・セ
ッションを促すインセンティブとして前記オペレータが前記第１の無線デバイスへ移送す
る追加収入のパーセンテージとの積に少なくとも基づいて前記インセンティブ・クレジッ
トを決定するように構成された、Ｃ５８に記載の装置。
［Ｃ６０］
　前記追加収入のパーセンテージは、前記少なくとも１つの支援元の第２の無線デバイス
へ、最小レベルのインセンティブ・クレジットを提供するように構成された予め決定され
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た最小と、フリー・ライダ・ユーザを制限するように構成された予め決定された最大との
間にある、Ｃ５９に記載の装置。
［Ｃ６１］
　前記オペレータが前記第１の無線デバイスへインセンティブとして移送する前記追加収
入のパーセンテージは、以下の式に基づいて決定され、
　γ≧（１＋α）［（ｅＣ２－ｅＣ１）／（ｅｐｏｏｒ－ｅＣ１）］、
ここで、γは、追加収入のパーセンテージを表わし、αは、前記所望の利益マージンを表
わし、ｅｐｏｏｒは、前記第１の無線デバイスと少なくとも１つのヘルプ・セッションも
生じなかった場合に費やされるであろうエネルギを表わし、ｅＣ１は、ラジオ・アクセス
・ネットワーク（ＲＡＮ）アクセスのために前記無線デバイスが前記第２の無線デバイス
を支援する第１のヘルプ・セッションにおいて、ＲＡＮアクセス・リンクにおいて前記第
１の無線デバイスによって費やされたエネルギを表わし、ｅＣ２は、ＲＡＮアクセスのた
めに前記第２の無線デバイスが前記第１の無線デバイスを支援する、後続する第２のヘル
プ・セッションにおいて、前記第２の無線デバイスによって、前記ＲＡＮアクセス・リン
クにおいて費やされるエネルギを表わす、Ｃ５９に記載の装置。
［Ｃ６２］
　前記利益マージンαは、前記無線デバイスがプライマリ・デバイスを支援するために動
作することを含む少なくとも１つのヘルプ・セッションに関連付けられたエネルギ・コス
トと、前記ラジオ・アクセス・ネットワークへアクセスするための支援を受けるプライマ
リ・デバイスとして前記無線デバイスが動作する、少なくとも１つのヘルプ・セッション
に関連付けられたエネルギ・コストと、前記ヘルプ・セッションのうちの少なくとも１つ
も生じない場合におけるエネルギ・コストと、機会コストと、に基づいて決定される利益
マージンの最大値またはそれ未満に設定される、Ｃ６１に記載の装置。
［Ｃ６３］
　前記利益マージンαの最大値は、以下の式によって決定され、
　α≦（ｅｐｏｏｒ－ｅＣ２）／（ｅＣ２－ｅＣ１）、
ここで、αは、前記利益マージンを表わし、ｅｐｏｏｒは、少なくとも１つのヘルプ・セ
ッションも生じなかった場合に費やされるであろうエネルギを表わし、ｅＣ１は、ラジオ
・アクセス・ネットワーク（ＲＡＮ）アクセスのために前記無線デバイスが前記第２の無
線デバイスを支援する第１のヘルプ・セッションにおいて、ＲＡＮアクセス・リンクにお
いて前記無線デバイスによって費やされたエネルギを表わし、ｅＣ２は、前記ＲＡＮアク
セスのために前記第２の無線デバイスが前記第１の無線デバイスを支援する、後続する第
２のヘルプ・セッションにおいて、前記第２の無線デバイスによって、前記ＲＡＮアクセ
ス・リンクにおいて費やされるエネルギを表わし、ここで、ｅＣ２とｅＣ１との間の差分
は、機会コストを表わす、Ｃ６１に記載の装置。
［Ｃ６４］
　前記エネルギ・コストは、ジュールの単位のエネルギ値に規格化される、Ｃ５８に記載
の装置。
［Ｃ６５］
　前記決定されたインセンティブ・クレジットを、前記少なくとも１つの協調セッション
中またはその後のうちの少なくとも１つにおいて、前記支援元の第２の無線デバイスへ移
送する手段、をさらに備えるＣ５８に記載の装置。
［Ｃ６６］
　前記決定されたインセンティブ・クレジットを移送することは、前記ラジオ・アクセス
・ネットワークの少なくとも１つのオペレータと、前記第１の無線デバイスに関連付けら
れたアカウントのうちの少なくとも１つから、前記支援元の第２の無線デバイスに関連付
けられたアカウントへのクレジットのマイクロペイメント移送を含む、Ｃ６５に記載の装
置。
［Ｃ６７］
　特定の地理的位置に関する無線デバイスとの間でのクレジット移送の履歴情報を収集す
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る手段と、
　前記収集された履歴情報に基づいて、前記特定の地理的領域における１または複数のチ
ャネル状態を判定する手段と、
をさらに備えるＣ５８に記載の装置。
［Ｃ６８］
　少なくとも１つのモバイル・ユーザ・デバイスへのクレジットの移送に基づいて、前記
少なくとも１つのモバイル・ユーザ・デバイスの協調ヘルプ動作の特性を判定する手段、
をさらに備えるＣ５８に記載の装置。
［Ｃ６９］
　ラジオ・アクセス・ネットワークにおける無線デバイスへ、向上されたサービスを提供
するための装置であって、
　　少なくとも１つの協調セッションにおいて、第１の無線デバイスを支援している少な
くとも１つの第２の無線デバイスを用いることによって、前記ラジオ・アクセス・ネット
ワークとの、アップグレードされた接続を前記第１の無線デバイスが開始する時を判定し
、
　　前記少なくとも１つの協調セッションのために、前記第２の無線デバイスによって必
要とされるエネルギ・コストに少なくとも基づいて、前記支援元の第２の無線デバイスへ
移送するためのインセンティブ・クレジットを決定する
ように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサと通信するメモリと、
を備える装置。
［Ｃ７０］
　コンピュータ読取可能な媒体を備えるコンピュータ・プログラム製品であって、
　コンピュータに対して、ラジオ・ネットワークに接続するための少なくとも１つの協調
セッションにおいて、第１の無線デバイスを支援している少なくとも１つの第２の無線デ
バイスを用いることによって、前記ラジオ・ネットワークとの、アップグレードされた接
続を前記第１の無線デバイスが開始する時を判定させるためのコードと、
　コンピュータに対して、前記少なくとも１つの協調セッションのために、前記第２の無
線デバイスによって必要とされるエネルギ・コストに少なくとも基づいて、前記第２の無
線デバイスへ移送するためのインセンティブ・クレジットを決定させるためのコードと
を備えるコンピュータ読取可能な媒体、を備えるコンピュータ・プログラム製品。
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